
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名 静大SPORTSによる共創社会構想プロジェクトⅡ～市民型スポーツネットワークの拡がりを目指して～

事 業 概 要

本プロジェクトは大きく２つの取り組みを実施する。一つ目は、市民による自治や工夫が発揮されやすいスポーツ事業
の提供である。その具体として、サービスプログラム（教室・イベント事業）のさらなる充実と、クラブ支援事業・エリ
ア整備事業・ゲーム企画事業・セミナー事業を追加する。二つ目は、日常的且つ共創的なスポーツ経験を持続可能なもの
とするために、市民と大学を中心に構成される地域スポーツ版まちづくり協議会を立ち上げ、市民スポーツにおける自主
運営を後方支援する。そして、これらの取り組みの成果（目的）を、「市民が他者との共創および日頃の地域生活と関連
付けながら、自ら進んでスポーツ活動を展開すること」と定め、その効果検証によって地域振興モデルを構築・発信する。

大学名 静岡大学
令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

③大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

対 象 地 域 静岡市全域（特に、大谷・小鹿地区）

対象地域となる静岡市（特に、大谷・小鹿地区）は、産業開発が著し
い一方で、文化向上を示す「ウエルネス」の観点で問題点を抱えており、
「異世代交流の必要性」と「繋がりを実現する健康活動の在り方」の改
善が示されている。また、これらの解決方策となるスポーツ環境自体に
ついても、①子ども外遊びの貧困化、②部活動種目の選択縮小、③成人
スポーツプログラムの単調化、④市民スポーツ広場の未活用、⑤身近で
豊かな自然環境が活かされていないこと、などを課題として捉えている。

■期待される事業結果・効果

■具体的なプログラム・活用する大学スポーツ資源

・子供たちのスポーツ活動継続意欲率の向上
・成人（特にビジネスパーソンや女性）のスポーツ実施率向上
・スポーツボランティアの意欲率・参画率の向上
・地域への愛着や地元活動への参加率の向上
・協議会設置とそれに伴う団体相互の連携頻度や共同事業数の増加
・スポーツビジネス関連に就職を希望する学生の増加

１．具体的プログラムの一覧表

２．活用する大学スポーツ資源
スポーツと異分野による共創型研究を行っている研究者、地域振興およびス

ポーツ健康科学を専攻する学生、賛同が確認された41の運動部活動所属学生、
自然豊かな立地的環境とスポーツ施設、これまでに集積されたスポーツ・健康
科学データ、本プロジェクチームを核とした大学スポーツネットワーク

みる 創る学ぶ 情報的資源 組織ほか

教室事業 イベント事業 クラブ支援事業 エリア整備事業 ゲーム企画事業 セミナー事業 調査事業 組織整備事業

ジュニ
ア・ユー
ス世代

●動きづくり出前教室
●女子バスケットボール
教室
●女子サッカー教室

●留学生とキッズの
サッカー交流会
●ジュニアサッカー
フェスティバル

●ジュニアハン
ドボールクラブ
の創設支援

●ボールゲーム
実技講習会
●パラスポーツ
実技講習会

―

一般成人 ― ―

地域全体 ―

■区画整備によ
るスポーツイン
フラの影響に関
する基礎調査

その他 ―

●ONE SHIZUOKA
PROJECT
●大谷静大スポーツ
カンファレンス

―
●トレイルステー
ション整備事業

●プロジェクト
講演会

■新規参入地元
球団の地域影響
に関する住民調
査

■全学教養教育
におけるスポー
ツ改革整備（全
学体制強化）

●地域おこしロゲイ
ニング支援

●大谷地区サイクリ
ングコース設置ワー
キング

●地域安全見守り隊

●新規参入地
元球団におけ
るマーケティ
ング企画

●ラグビー
トップリーグ
におけるマッ
チデー企画

●スポーツ共創
カフェ（Sport-
English、地図講
習、インテグリ
ティ講習など）

■地域スポーツ
まちづくり協議
会の発足に向け
た構想

基本的事業
（サービス対象者に向けて、直接的に指導・企画する事業）

関連的事業
（基本的事業を効果的に推進する

ための後方支援事業）

する

●グローバルスポーツ
デー

●ノルディック
ウォーキング体験会
●ナビゲーション体
験会
●楽しい体力測定ト
ライアル
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